
Ｍ＆Ａによる事業承継を通じて障がい者の自立支援に役立つ職場を提供

当センターの支援のポイント

■大阪商工信用金庫と連携、譲受企業が安心して、事業引継ぎを進めることができるように伴走支援した。

■複雑な案件であったが、当センターの複数の専門家が関与することにより円滑な引継ぎをサポートした。

支援先企業名（譲受）社会福祉法人恵生会（大阪府東大阪市）介護・福祉サービス業

（譲渡）鳥山美雪氏 （大阪府）ペット用品製造業

前経営者：鳥山美雪氏 後継者：野田重夫理事長

引継ぎ時期：令和4年5月

支援方法 ：三次対応案件として、金融機関と連携し、マッチングコーディネータを活用

事業引継ぎ概要

事業引継ぎの経緯と支援等

【当センターの直接支援（三次対応）開始】

■障がい者が働く場所を提供するため、社会福祉法人恵生会は他事業の譲受を検討。当

センターに相談。支援開始。

■同時期に大阪商工信用金庫にも相談。同金庫は、譲渡希望企業の探索を開始。

■ネットを活用し、ペット用布製品製造・卸売業を営む鳥山氏を探索。事業引継ぎの具体

的方法を把握するため当センターのアドバイスを受けた。

【当センターの具体的支援内容】

■株式譲渡・事業譲渡などの事業承継方法について説明。

■トップ面談を実施。大阪商工信用金庫とも連携し、譲受側、譲渡側、それぞれの希望を

一致させるための場を提供、公正中立的な立場から成約に向けたサポートを行った。

■当センターマッチングコーディネーターに契約実務などの手続きを依頼。基本合意契約書を

作成するなど、滞りなく成約できるように支援した。

大阪商工信用金庫のサポート、大阪府事業承継・引継ぎ支援セ
ンターの継続的支援のもと、事業引継ぎを実現

介護・福祉サービス業者によるペット用品製造業者
の事業引継ぎ 支援要請

社会福祉法人恵生会
野田重夫理事長

トップ
面談

大阪商工信用金庫
吉本啓記氏

鳥山美雪前代表 野田重夫理事長

左から 恵生会 下田悟吏生活介護事業所長、野田重夫理事長、鳥山美雪前代表、大阪
商工信用金庫 吉本啓記氏、白尾谷吉邦氏（一時、大阪府事業承継・引継ぎ支援センター
へ出向）、大阪府事業承継・引継ぎ支援センター芦田優作エリアコーディネーター

成約

大阪府

連携



成約後インタビュー

野田重夫理事長・下田悟吏所長インタビュー

鳥山美雪前代表インタビュー

大阪商工信用金庫・吉本啓記氏インタビュー

＝事業概要についてお教え下さい＝
●障がい者に働く場所を提供するため、2000

年3月に当法人を設立しました。

＝本件の経緯をお教え下さい＝
●事業拡大を検討している中で、大阪商工信
用金庫吉田支店担当者、専門部署である承継
支援課の吉本氏に相談し、譲渡希望企業を探
して下さることになりました。そして数件の候補
を紹介していただく中の一つが鳥山様でした。
同時期に大阪府事業承継・引継ぎ支援センタ
ー（以下、センター）にも相談しました。

＝本件を進めていくなかで、当センターにはど
のような印象を持ちましたか＝
●とても親身になって考えてくれて、安心感や
信頼感がありました。

＝引継ぎが完了してから、今どのように感じて
いますか。また今度の展開を教えて下さい＝
●鳥山様の事業展開には感心しています。最
初お会いした時から譲受を決めました。強い想
いを承継したいと思います。今回は当法人の利
用者の選択肢を増やすことができたのが成果
です。今後も利用者の社会参加という点に力を
入れて事業展開していきたいと考えています。

＝事業内容についてお教え下さい＝
●ミシンを使って、犬用バンダナやフリルネック、タ
ーバンネック等のペット用品を製造しています。

＝経営する中で一番大切にしてきたことは何です
か＝
●強みは国産であることです。また、どのような状
況でも顧客を一番大事にしてきました。今回の話
もその顧客のことを考えての譲渡です。

＝事業承継を終えてどのように感じていますか＝
●トップ面談をしてから成約するまでの1ヵ月間は
とても不安でしたが正式に契約が終わってほっと
しています。

＝御庫の事業承継支援について教え下さい＝
●親族、従業員承継支援はもちろんですが、
第三者承継についても注力しています。

＝当センターの印象をお教え下さい＝
●当庫が活動していく上で無くてはならない組
織です。本件も相談した際は二つ返事で協力し
てくださり成約に至りました。とても感謝してお
ります。

＝今回のМ＆Aについてどのような印象をお持
ちですか＝
●センターの支援もあり、成約までとてもスム
ーズでした。現場で働かれている利用者様の
姿を見て、本件に携われたことを光栄に思いま
す。

＝今後の事業承継支援について注力したい点
があればお教え下さい＝
●全国的に後継者不在の中小企業が増えて
いますが大阪は顕著です。地域密着の信用金
庫にしかできない領域があると思うので、地元
大阪の地域活性化の一助となるような活動を
行っていきたいと思います。

左）下田悟吏生活介護事業所長 右）野田重夫理事長

左）譲渡側：鳥山美雪前代表 右）譲受側：野田重夫理事長

左）大阪商工信用金庫吉本啓記氏
右）大阪商工信用金庫白尾谷吉邦氏


